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2025年 1月 15日 

SB C&S株式会社 

 

SB C&S、テクノロジーで極める IoTコーヒーマシン 

「Hikaru V60 Smart Brewer」を 

大手家電量販店などで取り扱い開始 
 

 

 

世界の最新 IoTプロダクトやスマート家電を取りそろえる SB C&S株式会社（以下「SB C&S」）は、先

進的な IoT コーヒー機器専門メーカーである Hiroia Communications PTE.,LTD.（本社：台湾、以下

「Hiroia（ヒロイア）」）が開発した、IoTコーヒーマシン「Hikaru（ヒカル）」の取り扱いを開始し、日本

国内の正規販売代理店として大手家電量販店などでの販売ネットワークを拡大していきます。この協業に

より SB C&Sは、テクノロジーで極める未来のコーヒー体験を実現する IoTコーヒーマシン「Hikaru V60 

Smart Brewer（ヒカル ブイ 60 スマート ブリューワー）」を 2025年 1月 17日から、ビックカメラやヨ

ドバシカメラなどの大手家電量販店の一部店舗およびトレテク！ソフトバンクセレクション、Yahoo!ショ

ッピング、Amazon、楽天市場で販売を開始します。販売の開始に先立ち、各店舗では本日から順次予約

の受け付けを開始します。 

 

「Hikaru V60 Smart Brewer」は、先進的な IoTテクノロジーを持つHiroiaが開発した、IoTコーヒー

マシンです。「Hikaru V60 Smart Brewer」に取り入れた円すい形ドリッパー「V60」は、2005年にHARIO

株式会社（以下「HARIO（ハリオ）」）が発売し、そのコーヒー抽出の自由度の高さや豆本来の味が出せる

といった特長から、現在に至るまで世界中のバリスタやカフェ、コーヒーマニアに愛されています。トッ

プバリスタに愛用される「V60」ドリッパーと、簡単な操作で温度・水量・抽出流量を緻密に制御する抽

出コントロール技術を融合させることで、プロの手を凌駕する正確なドリップで、豆のおいしさを最大限
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に引き出し、これまでに味わったことのないような、スペシャリティーコーヒーを自宅で毎日楽しむこと

ができます。 

 

【製品紹介動画】 

https://youtu.be/QtfBQtzKRrU 

 

プロの手を凌駕する正確なドリップ 

コーヒー豆の特徴やおいしさを最大限引き出すために、正確さが極めて重要とされるドリップ。「Hikaru 

V60 Smart Brewer」は、緻密な抽出制御を可能にし、プロのバリスタがハンドドリップで淹れたような

安定感のあるコーヒーを簡単な操作で生み出します。 

 

 水量 

タンクの下部にHiroia独自の高性能なスケールを内蔵することで、1ミリリットル単位での水量調整を実

現しています。 

 

 流速 

流速は 10段階の調整が可能です。5つ穴のシャワー式の注湯口から注ぐ流量を設定することで、コーヒー

粉のかくはんの度合いを設定できます。 

 

 温度 

タンク内にNTC（negative temperature coefficient）温度センサーを搭載することで、1度単位での正確

な抽出を実現しています。 

 

 時間 

「Hikaru V60 Smart Brewer」には演算コアとして、STM32bitのマイクロプロセッサを搭載し、注湯の

インターバルの時間を 0秒から 99秒まで 1秒単位で設定できます。 

 

 ドリップ精度 

ドリッパーの中心と注湯口の位置を簡単に調整できるように開発されたドリッパーホルダーと、本体にシ

リコン製のガイドを搭載することで、精度の高いドリップを実現しています。 

 

 

https://youtu.be/QtfBQtzKRrU
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「焙煎度」と「容量」で選べる 9種類のレシピを搭載 

専用アプリには焙煎度ごとに適した抽出レシピが 9種類備わっているため、普段飲むコーヒー豆の焙煎度

にあわせて、アプリでプリセットレシピを選択し、簡単にコーヒーを淹れることが可能です。 

 

レシピ作成で自分好みのコーヒーを追究 

レシピ作成機能では、好みに応じたオリジナルの抽出レシピを作成できます。水温・水量・流速・蒸らし

時間のカスタマイズを行い、ライブラリーに保存できます。そして、作成したレシピには、使用した豆の

情報やフレーバーの情報も登録できます。 

 

抽出を視覚的に楽しめるプロダクトデザイン 

円を描く曲線には LEDライトを内蔵しており、抽出の過程を幻想的にライトアップします。「Hikaru V60 

Smart Brewer」は洗練されたシンプルなデザインのため、キッチンでも生活空間でも部屋の良いアクセ

ントになります。 

 

 

 

【主な特長】 

 自宅でスペシャリティーコーヒーを楽しめる IoTコーヒーマシン 

 トップバリスタに愛用されるHARIOの「V60」ドリッパーを採用 

 プロの手を凌駕する正確なドリップ 

 10段階の注ぎコントロール 

 正確なスケールを搭載 

 1度単位の温度調整が可能 

 注湯のインターバルを 0秒から 99秒まで 1秒単位で設定可能 

 「焙煎度」と「容量」に合わせた 9種類のプリセットレシピを搭載 

 専用アプリ（日本語に対応）を用いた無限のカスタマイズで自分好みのレシピをライブラリーに保存 

 幻想的なライティングと円をかたどったフォルムが特長の美しいプロダクトデザイン 
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【製品概要】 

温度制御範囲 80～96度 

流速設定 10段階（3～12ml/s） 

本体レシピ 9種類（S／M／Lサイズ、浅煎り／中煎り／深煎り） 

最大抽出量 約 580ml（1回あたり） 

タンク容量 700ml 

本体サイズ 407（W）×171（D）×297（H）mm  
重量 2.8kg 

電源 AC100V 50Hz／60Hz共用、コードの長さ：1.5m 

消費電力 830W 

ワイヤレス接続 Bluetooth Version 5.2 

アプリサポート iOS 13以上、Android 10以上 

同梱物 

本体、 

V60耐熱ガラス製透過ドリッパー 02、 

V60グラスサーバー 600 クリア、 

V60用ペーパーフィルター 02W 40枚 

 

【価格】 

オープン価格 

（SB C&S希望小売価格：税込み 14万 4,800円） 

 

【Hikaru日本公式販売店】 

 ビックカメラ： 

ビックカメラなんば店、ビックカメラ有楽町店、 

ビックカメラ・ドットコム 

http://www.biccamera.com/bc/disp/CSfGoodsPage_001.jsp?GOODS_NO=00000013783525 

 ヨドバシカメラ： 

ヨドバシカメラ 新宿西口本店、ヨドバシカメラ マルチメディアAkiba、 

ヨドバシカメラ マルチメディア梅田、 

ヨドバシ・ドット・コム 

https://www.yodobashi.com/ 

 トレテク！ソフトバンクセレクション：  

https://shop.softbankselection.jp/item/4710255890092.html 

 Yahoo!ショッピング：  

https://store.shopping.yahoo.co.jp/softbank-selection/4710255890092.html 

 Amazon：  

https://www.amazon.co.jp/dp/B0DGPN3R1G 

 楽天市場：  

https://item.rakuten.co.jp/trend-tech/4710255890092/ 

 

【製品に関するお問い合わせ】 

Hiroiaサービスセンター 

support@hiroia.com 

 

 

http://www.biccamera.com/bc/disp/CSfGoodsPage_001.jsp?GOODS_NO=00000013783525
https://www.yodobashi.com/
https://shop.softbankselection.jp/item/4710255890092.html
https://store.shopping.yahoo.co.jp/softbank-selection/4710255890092.html
https://www.amazon.co.jp/dp/B0DGPN3R1G
https://item.rakuten.co.jp/trend-tech/4710255890092/


5 

Hiroiaについて 

2017年に設立された IoTコーヒー機器専門メーカーで、象徴的な V60ドリッパーで最もよく知られてい

る、耐熱ガラス製品の老舗メーカーHARIO の子会社です。先進的な IoT テクノロジーとハンドドリップ

の職人技術を組み合わせることで、風味豊かで素晴らしい味わいを届ける、今までにない IoTコーヒーマ

シンを開発・提供しています。 

 
⚫ SoftBankおよびソフトバンクの名称、ロゴは、日本国およびその他の国におけるソフトバンクグループ株式会社の登録商標または商標です。 

⚫ その他、このお知らせに記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

 


